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今日のために ｢物理とともに30年｣という題 目を書いたのですが,さて手をつけてみて, し
まったと思いました｡まとまった資料がないのです｡私にとっては,非常に難問であることに






｢物理とともに30年｣ とい う漠然 とした題をっけたわけですが,先程,教室主任から,正確
には30年より長いとい う訂正がありました｡それはその通 りなのですが,本日の私の気持と
しては, ｢物理教室とともに30年｣という心持で,こういう題をえらんだのです｡
京都大学の物理教室には32年から3年おったわけですが, 数えて見ますと大体, 3年 ぐらい
は在外等で留守をしていたことになる｡ですから本当に教室にいたのは30年程度 ということ
になるかもしれない｡ しかし,これは,理屈でありまして,本当は物理をやろうと




































持ちを述べます｡先刻ご紹介にあ りましたように,私は1963年から ｢物性基礎論｣ という名









最後は,や 余ゝ談になりますが, ｢物理とともに30年｣と申しましたのは,もちろん ｢物






















義をされた原島鮮 (あきら)先生 (注 3)でした｡物理志望というのが決ったのは高等学校の






















































ランダは ｢飢餓の冬｣(starvingwinter) という言葉で括写されてお りまして, 40歳以上の男








です｡ただ,人にさきがけて成功をおさめたかというと,必ず しもそうでない｡ そ ういう人物
です｡私は注目すべき存在だと思 うのですが,オランダは御存知のように低温物理学の伝統が
あ りまして,Gorterの場合,onnesとか Keesom とかの影響をうけた液体-リウムの研究が一
方の足であり,もう一方は,磁性 の研究 であ りました｡磁性 も特 に緩和現象 (Relaxation
Phenomena)に興味があって,長い間常磁性緩和の研究を続けてきました｡およそ 30年 くら









は当時,ライデンの Gorterのグループとオックスフォー ドの Ktirt-iのグループとの競争にな
り,これも一歩のところでオックスフォー ドが先に成功 しました｡丁度私がオックスフォー ド
に居た時でしたが, "勝った,勝 った〝と大喜びでした｡ライデンはやはtDちょっとおくれま
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(dor.｡
(A 吸収線形 Ⅰ(a,ト 6αoT｡の値を′10ラ
メーターとしてmotionalnarrowingの
いくつかの段階を示す｡




































也) 結晶構造 一 周囲の情況が同等
でない Cu核の2つの位置が存在
する｡
(B) 共鳴波長1- 0.54cm(高磁場 )
(C) 共鳴波長 1-0.65cm(低磁場 )
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A bsorptioncurveat)- 0.85cm versus
H ..



































































































































から駆動を受けている｡ また,それだけでなく,輸送 (transport) というけれども,受動輸送
(passivetransport)ではなく,能動輸送 (activetransport)が問題になっている｡ そういう現象は
我々が従来習って来た,熱平衡 , もしくはその近傍の話 とはひどく違っているではないか｡
そういう事に気づきまして,私の関心が突然,といってよいほど判然とそちらの方-向







































伝導 MegaーO-scopy / ~■■/
対流 ′′Kolmogorov-Sinat./ (過fi)/ エントロピ-
リミサ 振動ツ卜イクル ′/ 半干-′/
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ごく大把みに言えば,- 分子構造 → 核磁気共鳴 (線型応答 )→ 非線型効果→










りました｡ これは理論物理学の全般に関する話でしたが,その内容は - 学問の進歩には,
古典的 (classical)な面とロマン的 (romantic)な面と両面が必要である - という趣旨の話で
ありました(注 8)｡古典的な面というのは方法論的にきちっと確立してお りまして,この道
に沿って前進していけば,どこ-到達するという見当がっいている｡ 労力は要するけれども,
















































































































































































































































思 う｡ 例えば,研究 と教育ということを申しましたが,研究内容についてのプライオリティー
を余り重 く見ると,学問を人から人-と伝えて行 く,すなわち広い意味での教育ということは





























































































(注5) ｢みつばさのかげに｣ 一 川西瑞夫追憶と遺稿 - (1965年,みすず書房 )










(cf. ｢固体物理学の歩み｣久保亮玉, (1962,岩波 ))久保氏は固体物理の問題を
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